
虎ノ門ニュース（2018年8月30日 DHCテレビ）
切取り発言で印象操作を行う共同通信

8月30日に放送された虎ノ門ニュースでジャーナリストの有本
香氏が「共同通信はトランプ大統領が『真珠湾攻撃忘れてない』
と発言した部分だけ切り取ったり“アメリカでは真珠湾攻撃は
卑劣な騙し討ちの見方が強い”と報じたのは典型的なミスリー
ディング。トランプ大統領は『真珠湾攻撃を忘れていない。日
本も昔はもっと戦っていただろう。日本も米国と同じように周
辺国ともっと戦うべきだ』と述べており、全然違う意味合いに
伝えようとしてる。メディアによる日米離間工作」とマスコミ
の印象操作に苦言を呈した。
またジャーナリストの須田慎一郞氏は「最近のメディアの外信
部は海外メディアの報道を翻訳してるだけで背景などチェック
はしない。かつては間違った事を伝えても検証されなかったの
で意図的な情報操作が可能だった。間違った情報と解らずに翻
訳して報道してるだけの大手メディアの外信部は信頼に値しな
い」と日本のマスコミの劣化を嘆いていた。

憲法改正発議でメディアのネガキャンは激しくなる
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「日米合意は国と国との合意。辺野古移設はしっかり対応してく」
「返還された跡地の利用は地元の要望を受けとめながら検討する」

民主党政権で内閣官房長官・沖縄担当相として辺野古移設を推進するも今は真逆の発言


